中学校第１学年○組　学級活動学習指導案
　
　
１　題材　「安全な学校生活を送るために」
　　　　　　内容（２）キ　心身ともに健康で安全な生活態度や習慣の形成
２　題材について
(1) 生徒の実態
本学級の生徒は，素直でまじめな生徒が多く，学校生活や登下校中で，学校内での決まりや交通ルールなどを守って生活している生徒がほとんどである。しかし，ルールを守っていてもふとした油断からけがをすることもあり，先日も本学級の生徒が登校中に自転車で事故を起こし，命に関わるほどではなかったが，周囲からも目立つけがをした。生活の中にどのような危険があるかについて日頃から考えておく必要があるが，実際にけがをしてからその必要性に気付く生徒も多く，このことから，安全な生活について理解し，日常生活を安全に送る心構えや態度にはそれぞれの生徒に課題があるのも現状である。
 話合いの場では，活発に発言をする生徒も多いが，自分の考えを全体の前で述べることが苦手な
生徒や自分から意見を述べることに消極的な生徒もいる。話合い活動では，司会団からの意見を引き出させる聞き返しを意図的に行わせるとともに，お互いの意見を尊重し，しっかりと聞き合う態度を身に付けさせることで，活発に意見交換が行われるよう工夫したい。
(2)　題材設定の理由
安全に関しては，学校内外を含めた自分の生活行動を見直し，自ら安全に配慮するとともに，危険を予測する力や的確に行動できる力を高めていくよう日頃からの注意喚起や指導が必要であるとされている。学校や学年全体として危険が予想される事柄については，生徒集会等がおこなわれ，その中で安全に関する講話や指導が行われることで注意喚起を行っているが，それだけでは一人一人の生徒に危険を予測する力や的確に行動できる力を身につけさせるのはなかなか難しい。
そこで，本題材では話合い活動を通して，日頃の生活を見直し，危険を予測することの大切さを考え，個人のめあてを考え，実践し，振り返らせることで，一人一人の生徒に危険を予測する力や的確に行動できる力を身に付けさせたいと考える。安全な生活について理解し，「日頃の生活で何を意識したらいいのか」を問いかけることで，日常生活を安全に送る心構えと態度を身に付けさせたい。
３　指導のねらい
新聞記事等で学校生活や登下校中の事故の事例を紹介し，身のまわりにある様々な危険の存在について知る。また，話合いを通して，身のまわりにある様々な危険に気付かせ，それを避けるためにはどうすべきかを考えさせることで，安全な生活について理解し，日常生活を安全に送る心構えと態度を身に付けさせたい。
４　学級活動（２）の評価規準
	集団活動や生活への
関心・意欲・態度
	集団や社会の一員としての
思考・判断・実践
	集団活動や生活についての
知識・理解

	自分の生活行動を見直し，自ら安全に配慮し，危険を予測できる力や的確に行動できる力を高めていこうとしている。
	事故や災害時の安全に関することについて考え，対処方法について実践している。
	話合い活動を通して決めためあてを実践する学習から安全や危険予測について理解している。


５　指導の過程
(1) 事前の指導と生徒の活動
	日　時
	活動の内容
	指導上の留意点
	目指す生徒の姿と評価の方法

	６月20日
	・ペア活動で次の４つのテーマについて互いの考えを聞き合う。

・題材に対する自分の意見を学級会ノートに記入する。
	・オープンクエスチョンの
ポイントを確認する。
・聞いたこと記録用紙を振
り返らせながら，学級会ノートに意見を書かせる。
	【関心・意欲・態度】
・相手とコミュニケーションをとろうとしている。
〔観察〕
・オープンクエスチョンによる聞き方を実践し，相手の発言をきちんと記録している。
〔話したことカード，観察〕
【関心・意欲・態度】
・題材に関心をもち，自主的に自己の考えをまとめようとしている。
〔学級会ノート〕

	６月28日
	◇計画委員会
・ペア活動で出た意見を基に実態を分析し，話合いの流れを把握する。
・提案理由を検討するとともに，本時の活動計画を作成する。
	・生徒の意見を踏まえ，本時の流れなどを検討し，活動に見通しをもたせる。
	【関心・意欲・態度】
・話合い活動が充実するように，自主的，自律的に準備を進めようとしている。
〔観察〕


(2) 本時の指導と生徒の活動
　　ア　本時の題材　「みんなが笑顔で安全に学校生活を送るにはどうしたらいいか考えよう。」
　　イ　生徒の活動計画　※学級会ノート
　　ウ　本時のねらい
　　　○　身の周りにある様々な危険に気付かせ，それを避けるためにはどうすべきかを考えさせる。
　　　○　話合い活動を通して，安全な生活について理解し，日常生活を安全に送る心構えと態度を身に付けさせる。
　　エ　教師の指導計画
	
	活動の内容
	指導上の留意点
	資料等
	目指す生徒の姿と

評価の方法

	活
動
の
開
始
６
分
	１　はじめの言葉
２　司会団の紹介

３　題材と提案理由，話合いのめあての確かめ

	・計画委員会での検討の経緯について説明するよう助言する。
・題材の価値や提案理由に関する補足をしながら，学級の連帯感が深まるような話合いになるよう助言する。
	学級会ノート
	

	活
動
の
展
開
30
分
	４　話合い
(1) 柱１の前の教師の話
柱１ 「校内や校外で事故やケガなどになりそうな，ヒヤッとした経験はありますか」
(2) 柱２の前の教師の話
柱２ 「１日の中でどんな場面に危険があると思いますか」
(3) 柱３の前の教師の話
柱３ 「事故を未然に防いで，みんなが笑顔で安全に学校生活を送るためには，どんなことに気を付けるとよいと思いますか」

	・危険の潜む事例を紹介し，これまでの自分や身の周りの経験等を踏まえ，自分が感じた意見を率直に発言するように促す。
・校内や校外の具体的な場面を想起させ，様々な場面を思い起こさせる意見が出るよう促す。

・オープンクエスチョンによる聞き返しで場面をより具体的に聞き出し共有でるように支援する。
・柱１，２で発表された意見を振り返り，具体的なめあてを例示しながら，実践への意欲を高める。
・自己の安全を確保するのみならず，身の回りの人の安全を確保しようとすることの大切さについて話す。
	学級会ノート

	【思考・判断・実践】

・それぞれの柱に適した自分の意見を考え，発表している。

〔観察・学級会ノート〕



	活
動
の
ま
と
め
14
分
	５　話合ったことの確認
６　話合いの気付き・自分のめあて
７　自分の意見を上手に
まとめられたで賞の発
表
８　教師の話
９　終わりの言葉
	・本時の話合い活動を通して気付いたことや考えたことなど，学級会ノートに記入するよう助言する。

・話合いの雰囲気を盛り上げた発言や司会団の活動などを称賛するとともに，実践に向けての意欲を高める。
	学級会ノート

めあてカード
表彰メダル
	【思考・判断・実践】
・話合いの流れを踏まえ，
自分にあった具体的なめあてを立てている。
〔めあて，学級会ノート〕




(3) 事後の指導と生徒の活動
	日　時
	活動の内容
	指導上の留意点
	目指す生徒の姿と評価の方法

	７月１日～
７月14日
	・話合い活動における自分のめあてに基づいて活動する。
・振り返り活動

	・朝の会で，自分のめあてについて確認させ，今日のめあてを実践する場面を想起させる。
・帰りの会で，振り返りシートにめあての達成度と活動の振り返りを記入させる。
	【関心・意欲・態度】

・振り返りノートに自分の実践に対する振り返りを記述している。

〔観察，振り返りノート〕

【思考・判断・実践】

・振り返りを通して，めあてに対する自分の課題や向上した点について記述している。

〔振り返りノート〕


「学校生活や登下校中にはどんな危険があるのだろう」を読んで，あなたはどんなことを感じましたか。


校内や校外で事故やケガなどになりそうな，ヒヤッとした経験はありますか。


１日の中でどんな場面に危険があると思いますか。


事故を未然に防いで，みんなが笑顔で安全に学校生活を送るためには，どんなことに気を付けるとよいと思いますか。








